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屋外マンホールトイレ

上水受水槽

雑用水受水槽

汚水処理設備

受変電設備

非常用発電機
ガスエンジン発電機

冷温水発生器

地下水利用ヒートポンプ
空気熱源ヒートポンプ
デシカント空調機
貯湯槽

衛星電話
防災無線

7日分貯留

7日分備蓄

７日分備蓄
CGS

排熱

深い土留め壁（止水壁）

基礎底より
高い地下水位

基礎底より
低い地下水位

二重の排水機構

免震層

1階床レベルを約 1m
上げて基礎底を浅くする
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災害対策本部指揮系統ゾーン

プレスセンター・記者会見室

職員詰所・休憩所
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天井レスのPCリブ床板
地震による落下事故を防止する。

ダクトレスの床吹出空調

N

PCa柱

PCa梁

PCリブ床板

梁伏図 構造断面図
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災害対策
窓口

行政支援

応急処置スペース

緊急車両動線

窓口部門

深谷コリドー ( 花の回廊 )
ｷ ｬ゙ﾗﾘｰ ｷｯｽﾞ

マンホールトイレ

防災駐車場

防災広場

各種貯留槽
(既存地下を利用)

ｲﾍﾞﾝﾄ
ﾎｰﾙ

バランスに
配慮したPCa
構造で免震
効果アップ

 近傍の「深谷断層」に配慮して、重心が低く、堅牢な市庁舎を実現します。
 低層4層の市庁舎は機能維持に優れ、避難動線も最短となり、万が一の
災害に対して日常利用から災害拠点施設へとスムースに移行できます。
 地震時に無理なく揺れが抑えられ、天井落下・家具転倒などの
二次災害を防ぎます。さらに、災害後の復旧・復興拠点として機能性
に優れた本部機能を提供します。

 耐震性の高いシンプルな形
無理のない安定した構造をもつ、地震に強いシンプル
な箱型の形態とします。
フロア全体の視認性が優れているため、安全な避難、
早期の災害対応が行えます。
低層化とすることで、地震時にエレベーターが止まっ
ても、頼らずに階段で上下移動が行なえます。

 防災拠点施設としての安全性と経済性に優れた構造計画
低層化したシンプルな平面計画により、安全性、経済性
のバランスの良い整形な免震構造を提案します。
同一スパンのユニット化した PCa 構造により、高い
耐震性と耐久性、さらには高い品質の確保が可能です。
構造の工法の選定は、今後の地盤調査、コスト、施工性、
工期の総合的な検討を行なった上で最も適切な構造計
画を提案します。

・

・

 インフラの多重化を徹底
自然エネルギーを利用した、災害時モードを計画し、
業務継続を可能とします。
受変電設備、発電機設備、災害時重要諸室の空調設備、
給排水ポンプ設備等は二重化し、機能継続します。

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

レンガの趣のある安定した 4 層 の市 庁 舎

災害時の拠点となる防災広場
日常時の憩いの場である「市民広場」が、有事には
災害復旧活動の中心となります。
緊急・救援車両スペース、ボランティアスペースなど、
災害時の運用に合わせた機能設定を行い、災害時には
敷地を１００％活用します。

 揺れを抑えて二次災害を防止
内部収容物や、設備機器等の
転倒・移動を防止し、内部
機能を持続可能とするため、
地震時の加速度を低減します。
（２５０～３００ガル程度）

 天井を張らない大空間
天井は構造体のＰＣリブ床板
とし、ダクトレスの床吹出空
調を採用し、地震による落下
事故から、機器や人的被害を
防止します。

 水害への万全な対策
1階床レベルはGLからできるだけ高く(＋約1M）設定します。
熱源機械室・電気室・発電機室は最上階に設置し、水害に
よる機能停止を未然に防ぎます。
防水板、雨水貯留槽を設置し、雨量計算を３０ｍｍ/１０
分間降雨とし、ゲリラ豪雨に備えます。

【建築計画】災害時の機能維持に優れた低層型市庁舎 【構造計画】巨大地震に揺れを抑え、安定した低層構造 【建築設備計画】いかなる状況でも機能を維持する設備システム

・
・

 電力の２系統受電や、
ガス、井水の活用等
信頼性の高いインフ
ラを活用します。
災害時は井水を濾過
し、上水としても活
用します。
通信回線の多重化や、
衛星電話への対応に
より災害時の通信回
線を確保します。

 既存地下躯体を雨水貯留槽に利用
駐車場の地下部分に雨水貯留槽を確保し、災害時には
マンホールトイレなどの雑用水利用として活用します。

・
・

・

・

図1-1:安全安心な防災拠点となる４層の市庁舎のイメージ

図1-4:安全性と経済性に優れたPCa(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ)構造のイメージ

図1-5:地下水の影響を受けない免震層

図1-6:天井レスの執務空間図1-3:危機管理センターに早変わりする市庁舎のイメージ図1-2:災害時の機能構成

図1-7:多重化を徹底したライフライン
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ウ . テーマ別技術提案書
【テーマ 1】「安全・安心な庁舎について」
ー 安全・安心な防災拠点としての役割を果たせる庁舎実現のための建築計画、構造計画、建築設備計画に関する考え方について提案すること。

・電気室・発電機室・熱源機械室等は
  上階に設置し、灰や粉塵に対する
  フィルターを設置

災害対策本部
・災害対策本部を、指揮系統となる
  市長室、副市長室に、隣接配置

プレスセンター・記者会見室
・災害対策本部に隣接した市民協働
  会議室は、報道機関への情報発信
  スペース

ピロティー
・トリアージ、物資搬出入等に利用
・雨風をしのぐ半屋外スペース

災害窓口の設置
・災害時は、総合窓口を
  災害窓口に切り換え、
  市民の問い合わせに
  即座に対応
  

火山噴火対策

カフェ
・炊き出しスペースとして利用

市民広場
・災害時の一時避難場所
・備蓄倉庫を併設し、水、非常食、
  毛布等を備蓄

安全安心情報のＩＣＴ化
・災害情報をいち早く市民へ伝達
・災害時ニュース放送

エントランスホール・ロビー
・災害発生時の避難場所
・救急車・消防車等の緊急車両が
  寄りつける
・周囲の壁面に安否情報などの
  情報発信掲示板を設置
・ロビーは災害時のボランティア
  センターとなる市民開放エリア

・傷病者の救助・手当を行う

駐車場
・災害発生時の避難場所
・自衛隊等の支援部隊の
　設営スペース
・ゴミ集積所として利用

防風林
応急処置スペース

マンホールトイレ

緊急車両動線

行政支援
災害対策窓口

行政支援
災害対策窓口

プレスセンタープレスセンター


